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女性や若手が活躍できる職域「建設ディレクター」 

チームで成果をつくる仕組み「TEAM SWITCH」 

 

■現場のニーズから生まれた新たな職域「建設ディレクター」とは 

近年⾃然災害の激甚化が問題になっていますが、建設業は公共の建設物や道路などを建設するほか、災害時
には地元業者として先駆的に復旧作業を⾏っており、⽇々対策業務に備えています。今その建設業界も⼈⼿
不⾜に陥っており、55 歳以上の技術者は業界全体の 35％を超え、2027 年には多くの⼈材が業界を去ること
になります。昨今の新卒採⽤数は４万⼈と、全産業 71 万⼈の６％に留まっており、三年以内の⾼校新卒者の
離職率も⾼く、半数が離職しています。離職率の⾼さには残業の多さがあります。技術者は昼に現場作業に
あたり、夜は事務所で提出する膨⼤な資料作成に取り掛かります。資料作成量は技術者業務のおよそ 60％に
あたり、書類作成業務が残業の多くの原因になっています。 
 
国は 2024 年から働き⽅改⾰として⽉ 45 時間を超える時間外勤務を禁じますが、残業時間を減らすためにも
仕事の分担や移⾏が必要です。そこでバックオフィスから現場を⽀援する職域として膨⼤な書類業務作成
や、技術者の⼀部の仕事を担うのが「建設ディレクター」です。 
建設業界は他業界に⽐べ、⼥性や若⼿の⽐率が少ないのも特徴です（⼥性⽐率、業界全体の 16,7％）。現在、
建設ディレクターは受講⽣のうち 70％が⼥性、65％が 30 代以下と若⼿の⼈材が活躍しています。これには
建設ディレクターの業務が、ポータブルスキルと成りえる IT スキルとコミュニケーションスキルを必要と
し、かつ社会的意義のある職域であることが、⼥性や若⼿のキャリアパスと合致していることがひとつだと
考えられます。建設ディレクターは、業界に⼥性や若⼿⼊職の機会を起こし、社会には新たな雇⽤創出の可
能性を⽣みます。 
 
■チームで成果をつくる仕組み「TEAM SWITCH」 

建設ディレクターは技術者の負担軽減に繋がるだけでなく、情報を共有することから、社内全体の可視化や
環境整備が同時効果として現れます。 
今回（⼀社）建設ディレクター協会がリリースする「TEAM SWITCH」プログラムは、現場とバックオフィ
スの業務連携をスムーズにし、チームで成果をつくる体制を定着させます。技術者の業務範囲の再設定や役
割を明確にして、建設ディレクターとのワークシェアリングを実現する仕組みづくりを提供します 。 
（このプログラムは令和３年度中⼩企業ものづくり補助⾦のビジネス構築型に採択され全国地域の中⼩建設
企業 30 社のもと実践、効果検証したプログラムになっています） 
 
他業界では新型コロナウイルスの流⾏で、急激にタスクシフトが進んでいます。建設業界も従来の仕組を柔



軟に組み替えて社内の改⾰を進めていくことが業界改⾰の⼀歩に繋がることにあるでしょう。 
■「TEAM SWITCH」プログラム 申込について 

建設ディレクターは（⼀社）建設ディレクター協会が主催する育成講座受講後に取得できる資格です。
「TEAM SWITCH」プログラム（期間６か⽉から申込可能）の活⽤は、建設ディレクター育成講座（48 時
間）を受講いただいた企業が対象となります。詳細は当協会までお尋ねください。 
 

 

バックオフィスと現場で活躍する建設ディレクター 
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